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How the brain decodes pulling sensations

引かれる方向感覚を生成する脳の情報処理

指先で感じる“こっち”

どんな研究
手に持ったものの重さを感じる・手をつないだ相手の意図を汲み取るなど、私たちは指先で感じる力の情報に
よって様々な現象を知覚しています。本研究では、脳活動計測を通して、このような手指が引かれる感覚を生
み出している脳の情報処理の仕組みを探っています。

どこが凄い
指先の振動によって手が引かれて感じる錯覚現象を利用することで、力の方向を感じる処理に関わる脳活動を
計測しました。その結果、手指が引かれる感覚の生成には、従来知られていた触覚を処理する脳部位だけでな
く、頭頂連合野と呼ばれる空間や方向の情報処理を司る脳部位の活動が関わっていることを明らかにしました。

めざす未来
指先で力の方向を感じる脳の仕組みを明らかにすることで、触覚を用いた新しい情報提示手法への応用が期待
されます。例えば、目の不自由な方の手を引いて道案内するモバイルデバイスや、義手で指先の感覚を再現す
る技術の研究開発に役立つ可能性が考えられます。
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